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働きがいのある へ

東京都社会保険労務士会では、「みんなが輝く社会を、みんなが輝く会社を」をテーマにセミナーを開催し、

女性活躍推進が注目される背景として労働力人口の減少と少子高齢化等を挙げた上で、ダイバーシティ経

営の必要性を再確認いたしました。

令和4年10⽉には、産後パパ育休制度が創設されるなどの法改正がありました。今後は男性も女性も育

児休業の取得は当然のこととなるでしょう。男性の育児休業取得が増え、新たなキャリアを経験することで、

女性のキャリアも変わっていきます。ジェンダー平等を実現することで、働きがいも経済成長も可能になり

ます。

そこで、今回のセミナーでは「新たなキャリア」が、個人の「働きがい」と企業経営に与える影響等を解説い

たします。すべての人が主人公となった生き方を選択し、みんなが輝く会社を実現しませんか。

令和4年度第2回社労士会セミナー

新たな を通じ

❒開催日時 令和４年１２月２日（金） １４時～１６時

❒申込方法 ＱＲコードまたは、WEBにて受付
URL：https://www.tokyosr.jp/jyoseikatsuyakuR4

❒申込締切日 令和４年１1月２５日（金）

❒受 講 料 無 料

❒実施方法 オンラインセミナー

❒受講対象者 中小企業事業主・人事労務ご担当者

◆セミナー内容

第一部 講演
みんなが働きがいのある、 成長する会社をつくりませんか
～女性活躍推進５つのポイント～

第二部 パネルディスカッション
新たなキャリアを考える
〜成功例や失敗例など現場の声をお伝えします〜

みんなが輝く社会を
みんなが輝く会社を



お問合せは 「東京都社会保険労務士会」 業務第2課（gyoumuka2@tokyosr.jp)まで

セミナー関する情報の他者への流出は一切禁止させていただきます。また、データ保存・
録音・録画、二次利用等を固くお断りいたします。

講師：島 麻衣子 氏
社会保険労務士法人ヒューマンテック経営研究所 法人社員
（東京都社会保険労務士会所属）

第二部 パネルディスカッション 新たなキャリアを考える

～成功例や失敗例など現場の声をお伝えします～

第一部 講演 みんなが働きがいのある、成長する会社をつくりませんか

～女性活躍推進５つのポイント～

パネリスト
島 麻衣子 氏(講演講師）

石川 真佐子 氏 東京都社会保険労務士会所属 丸文株式会社勤務
育児休業を経て人事部所属。主に労働社会保険、労務管理、源泉所得税・住民税等
税務処理、人事制度構築を担当。一般職として入社後、基幹職へ転換し、現在は人
事部担当部長および社保・厚生課課長兼務

栗生 雅文 氏 東京都社会保険労務士会所属 株式会社ダイアナ勤務
「美容と健康」の会社で人事・総務・法務・財務のバックオフィス全般担当。
2021年：東京都ライフワークバランス認定企業（優秀賞）、
2022年：えるぼし認定（3つ星）、大阪府男女いきいき事業者表彰（優秀賞）など
「働きがいのある会社」として多様な働き方を推進中！

成田 妙庫 氏 東京都社会保険労務士会 副会長、成田事務所 代表
平成４年の育児・介護休業法の施行を待って妊娠し、平成５年に第１子、
平成１０年に第２子を出産し子育てと仕事の両立を行う。
その後、夫が膵臓癌となり、夫の介護と仕事の両立も経験する。

ファシリテーター
出口 裕美 氏 社会保険労務士法人出口事務所 代表社員
東京都社会保険労務士会 社会貢献委員会委員長
25歳で社会保険労務士として開業。その後、結婚、出産を経て、
現在では社会保険労務士法人出口事務所他３社の代表者となる。
自らの経営と育児のキャリアを活かし、企業の多様な働き方の導入等を実現する。

株式会社ヒューマンテック経営研究所 取締役
特定社会保険労務士、キャリアコンサルタント、産業カウンセラー。

大手社労士法人に15年間在職した後、2012年1月に独立し、「社会保険労務士 島 麻衣子事務所」
開業。6年3ヵ月にわたり同事務所代表を務める。2018年4月ヒューマンテック経営研究所に入所。
人事労務相談、就業規則作成・改定のほか、女性活躍推進、ワーク・ライフ・バランス、ハラスメント問
題等に関するコンサルティング、各種セミナー、専門誌等への執筆を行う。
2017年度より「東京都女性の活躍推進加速化事業」講師。主な著書に「中小企業がイキイキ輝く！女
性活躍推進法一般事業主行動計画 課題別策定ガイド」「2022年４月・10月施行の改正法に完全対
応 産休・育休制度の実務がまるっとぜんぶわかる本」（日本法令）「今すぐ使える！男性育休の対応と
実務－令和３年改正育児・介護休業法対応－」（第一法規）がある。その他執筆・研修実績多数。
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